
熊 本 県

総数
（人）

女性数
（人）

比率
(%)

①
「災害対応力を
強化する女性の
視点～男女共
同参画の視点
からの防災・復
興ガイドライン
～」を教材として

活用した。

②
「災害対応力を
強化する女性の
視点」実践的調
査プログラム
（令和３年５月）
を教材として活

用した。

③
研修・訓練の企
画から実施ま
で、男女共同参
画担当部局と防
災・危機管理担
当部局が連携し
て取り組んだ。

④
男女共同参画
部局または男女
共同参画セン
ターの職員が講
師を務めた。

⑤
男女共同参画
部局、防災・危
機管理担当部
局以外の、災害
対応を行う部局
（福祉・教育・保
健担当等）の職
員が参加した。

⑥
女性職員への
参加勧奨（広
報、声がけ等）
を行った。

⑦
その他

⑦の内容

八 代 市 12 1 8.3 いいえ

人 吉 市 6 0 0.0 いいえ

荒 尾 市 8 1 12.5 はい ○ ○ 女性ネットワーク荒尾と
男女共同参画担当職員
で避難訓練時のチェック
を行い、助言報告を行っ
た。

水 俣 市 4 0 0.0 いいえ

玉 名 市 10 1 10.0 いいえ

山 鹿 市 6 0 0.0 いいえ

菊 池 市 6 0 0.0 いいえ

宇 土 市 5 0 0.0 いいえ

上 天 草 市 6 0 0.0 いいえ

宇 城 市 5 0 0.0 いいえ

阿 蘇 市 6 0 0.0 いいえ

天 草 市 5 0 0.0 いいえ

合 志 市 9 1 11.1 はい ○

美 里 町 4 0 0.0 いいえ

玉 東 町 7 2 28.6 いいえ

南 関 町 3 0 0.0 いいえ

長 洲 町 3 0 0.0 いいえ

和 水 町 ― いいえ

大 津 町 4 1 25.0 いいえ

菊 陽 町 5 0 0.0 いいえ

南 小 国 町 3 0 0.0 いいえ

小 国 町 3 0 0.0 いいえ

産 山 村 5 1 20.0 いいえ

高 森 町 4 1 25.0 いいえ

西 原 村 3 0 0.0 いいえ

南 阿 蘇 村 3 0 0.0 はい ○

御 船 町 3 0 0.0 いいえ

嘉 島 町 1 0 0.0 いいえ

益 城 町 4 1 25.0 いいえ

甲 佐 町 2 0 0.0 いいえ

山 都 町 4 0 0.0 いいえ

氷 川 町 10 2 20.0 いいえ

芦 北 町 5 0 0.0 はい ○ ○ ○

津 奈 木 町 ― いいえ

錦 町 9 1 11.1 いいえ

多 良 木 町 3 1 33.3 いいえ

湯 前 町 2 0 0.0 いいえ

水 上 村 5 1 20.0 いいえ

相 良 村 3 0 0.0 いいえ

五 木 村 7 1 14.3 いいえ

山 江 村 1 0 0.0 いいえ

球 磨 村 4 0 0.0 いいえ

あ さ ぎ り 町 2 0 0.0 はい ○ 避難所運営の勉強会

苓 北 町 2 0 0.0 いいえ

問２―１
男女共同参画の視点からの研修・訓練を実施するにあたり、どのような取組を行いましたか？

（あてはまるものに全て〇）
※問２で「はい」答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問１
本庁の行政職員のうち、防災・危機管理部局に配
置されている女性職員の状況を教えてください。

（令和３年12月31日現在）

問２
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、職員に対し、「男
女共同参画の視点から
の防災」をテーマにした
研修・訓練を1回以上実

施しましたか？



熊 本 県

防災会議委員
の総数
（人）

男性委員数
（人）

男性割合
（％）

女性委員数
（人）

女性割合
（％）

設置していない ①
防災会議の委員に関
する条例を改正し

た。

②
５号委員について、
庁内職員を任命する
際には、職位に関わ
らず積極的に女性職

員を登用した。

③
７号委員について、
指定公共機関又は
指定地方公共機関
から女性の役員又は
職員を登用した。

④
８号委員について、
自主防災組織を構成
する者又は学識経験
のある者のうち、女
性を積極的に登用し

た。

⑤
防災会議の下部組
織（部会等）や実質
的な事務を担う幹事
に女性を登用した。

⑥
委員を公募し、女性
を積極的に登用し

た。

⑦
専門性を有する女性
の人材リストを作成
し、関係団体への女
性委員の推薦を要請

した。

⑧
男性委員に対し、男
女共同参画の視点
の重要性についての
研修や情報共有を

行った。

⑨
その他

⑨の内容

八 代 市 50 43 86.0 7 14.0 はい ○

人 吉 市 35 34 97.1 1 2.9 いいえ

荒 尾 市 32 26 81.3 6 18.8 はい ○ ○ ○

水 俣 市 43 40 93.0 3 7.0 はい ○

玉 名 市 41 35 85.4 6 14.6 はい ○ ○

山 鹿 市 39 36 92.3 3 7.7 いいえ

菊 池 市 34 29 85.3 5 14.7 いいえ

宇 土 市 30 26 86.7 4 13.3 いいえ

上 天 草 市 30 28 93.3 2 6.7 いいえ

宇 城 市 34 30 88.2 4 11.8 はい ○ 消防団から女性団員を
登用した。

阿 蘇 市 30 27 90.0 3 10.0 いいえ

天 草 市 47 45 95.7 2 4.3 いいえ

合 志 市 40 34 85.0 6 15.0 はい ○ ○

美 里 町 38 36 94.7 2 5.3 いいえ

玉 東 町 13 12 92.3 1 7.7 いいえ

南 関 町 33 31 93.9 2 6.1 はい ○ 防災上必要と認めて町
長が任命する者の中に
女性代表枠を設けてい
る

長 洲 町 23 21 91.3 2 8.7 はい ○

和 水 町 34 29 85.3 5 14.7 いいえ

大 津 町 55 50 90.9 5 9.1 いいえ

菊 陽 町 51 50 98.0 1 2.0 いいえ

南 小 国 町 45 42 93.3 3 6.7 いいえ

小 国 町 56 54 96.4 2 3.6 いいえ

産 山 村 31 30 96.8 1 3.2 いいえ

高 森 町 43 41 95.3 2 4.7 いいえ

西 原 村 19 18 94.7 1 5.3 いいえ

南 阿 蘇 村 67 61 91.0 6 9.0 はい ○

御 船 町 41 36 87.8 5 12.2 いいえ

嘉 島 町 12 12 100.0 0 0.0 いいえ

益 城 町 34 32 94.1 2 5.9 いいえ

甲 佐 町 28 28 100.0 0 0.0 いいえ

山 都 町 46 43 93.5 3 6.5 いいえ

氷 川 町 17 17 100.0 0 0.0 いいえ

芦 北 町 31 26 83.9 5 16.1 はい ○ ○ ○

津 奈 木 町 18 17 94.4 1 5.6 いいえ

錦 町 20 19 95.0 1 5.0 いいえ

多 良 木 町 41 38 92.7 3 7.3 いいえ

湯 前 町 20 19 95.0 1 5.0 いいえ

水 上 村 43 39 90.7 4 9.3 いいえ

相 良 村 37 33 89.2 4 10.8 いいえ

五 木 村 24 23 95.8 1 4.2 いいえ

山 江 村 19 18 94.7 1 5.3 いいえ

球 磨 村 98 91 92.9 7 7.1 いいえ

あ さ ぎ り 町 47 42 89.4 5 10.6 いいえ

苓 北 町 32 31 96.9 1 3.1 いいえ

問３―２
地方防災会議に女性委員を増やすためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問３－１で「はい」答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問３
地方防災会議の委員の人数（委員長を含む）について教えてください。

（令和３年12月31日現在）

問３―１
地方防災会議に女性委
員を増やすための取組

をしていますか？



熊 本 県

①
防災・危機管理
担当部局と男
女共同参画部
局や男女共同
参画センターと
連携して作成し

た。

②
男女共同参画
部局や男女共
同参画センター
の役割を位置

づけた。

③
住民参画によ
るワークショッ
プや意見交換
を実施し、女性
の意見を聞くた
めの工夫をし

た。

④
その他

④の内容 ①
プライバシーの

確保

②
情報の伝達、コ
ミュニケーショ
ンの確保

③
妊産婦、乳幼
児を持つ女性
への支援

④
避難所内での
託児所の設置

⑤
自宅で病人、障
害者、高齢者な
どの世話をして
いる家族への

支援

⑥
女性への暴力
やセクハラ防止
のための安全

対策

⑦
避難所運営へ
の女性の参画

の推進

⑧
その他

⑧の内容 ①
更衣室

②
授乳室

③
おむつ替えス
ペース（大人
用、子ども用）

④
トイレ（男女別、

多目的）

⑤
間仕切り

⑥
男女別洗濯物

干し場

⑦
簡易調理施設
（調乳や離乳

食・介護職の調
理等のため）

⑧
その他

⑧の内容

八 代 市 はい ○ ○ ○

人 吉 市 いいえ ○ ○

荒 尾 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水 俣 市 いいえ ○

玉 名 市 はい ○ 玉名市防災会議で意見
を聴取した。

○ ○ ○ ○ ○ ○

山 鹿 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

菊 池 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 土 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○

上 天 草 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 城 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 男女双方の立場から、
性別を考慮したプライ
バシーの確保に配慮す
る。

阿 蘇 市 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天 草 市 はい ○ ○ ○ ○

合 志 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○

美 里 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉 東 町 はい ○ ○ 避難所運営に女性職員
を1名以上配置

○

南 関 町 はい ○ 男女共同参画の視点
からの防災体制の確立
を基本方針のひとつと
した

○ ○ ○ ○ ○ ○

長 洲 町 はい ○ ○ ○ ○

和 水 町 いいえ ○ ○ ○ ○

大 津 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

菊 陽 町 いいえ ○

南 小 国 町 はい ○

小 国 町 はい ○ ○ ○ ○

産 山 村 いいえ ○ ○ ○ ○ ○

高 森 町 いいえ ○ ○ ○

西 原 村 はい ○ ○ ○ ○ 女性のみ家族への配
慮

○ ○ ○ ○

南 阿 蘇 村 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

御 船 町 いいえ

嘉 島 町 いいえ ○ ○ ○ ○

益 城 町 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲 佐 町 はい ○ ○ ○

山 都 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 間仕切りテントを準備
し、プライベートに配慮
するとともに、更衣室・
授乳に転用も考えてい
る。

氷 川 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

芦 北 町 はい ○ 地域防災計画に防災会
議における女性委員の
選任を明記した。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

津 奈 木 町 はい ○ 避難所運営に関して、
男女共同参画の視点を
取り入れた旨を町の
地域防災計画に記載

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

錦 町 いいえ ○

多 良 木 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯 前 町 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水 上 村 いいえ

相 良 村 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 木 村 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山 江 村 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

球 磨 村 いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あ さ ぎ り 町 はい ○ 避難所運営マニュアル
を作成する検討会に男
女共同参画推進懇話
会

が

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

苓 北 町 いいえ ○ ○

問４―２
避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に次の項目が記載されていますか？

（あてはまるもの全て○）

問４―３
避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）に男女共同参画の視点を考慮して、下記の設備の設置が記述されていますか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問４
これまでに地域防災計
画や避難所運営に関す
る指針（手引き、マニュ
アル、ガイドラインを含
む）の作成・修正にあ
たって、男女共同参画
の視点を取り入れるた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問４―１
地域防災計画や避難所運営に関する指針（手引き、マニュアル、ガイドラインを含む）の作
成にあたり、男女共同参画の視点を取り入れるためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問４で「はい」と答えた場合のみ回答
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若者（女性）

①
生理用ナプキン

②
おりものシート

③
サニタリー
ショーツ

④
防犯ブザー／ホ

イッスル

⑤
中身が見えない

ゴミ袋

⑥
女性用下着（各

種サイズ）

①
女児用下着（発
達段階ごとに適
したサイズ、形
態のもの）

①
妊産婦用下着

②
妊産婦用衣類

③
母乳パッド

八 代 市 ○ ○

人 吉 市 ○ ○ ○

荒 尾 市 ○

水 俣 市 ○ ○

玉 名 市 ○

山 鹿 市 ○ ○

菊 池 市

宇 土 市 ○ ○

上 天 草 市 ○ ○ ○ ○

宇 城 市 ○

阿 蘇 市 ○

天 草 市 ○

合 志 市 ○ ○ ○

美 里 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉 東 町 ○ ○ ○

南 関 町 ○

長 洲 町 ○

和 水 町 ○ ○

大 津 町 ○

菊 陽 町 ○

南 小 国 町

小 国 町

産 山 村 ○

高 森 町 ○ ○

西 原 村 ○

南 阿 蘇 村 ○ ○

御 船 町

嘉 島 町

益 城 町 ○ ○

甲 佐 町

山 都 町 ○ ○ ○ ○

氷 川 町 ○ ○ ○ ○

芦 北 町 ○

津 奈 木 町 ○ ○

錦 町 ○

多 良 木 町 ○ ○ ○

湯 前 町 ○ ○

水 上 村

相 良 村

五 木 村 ○

山 江 村 ○

球 磨 村 ○ ○

あ さ ぎ り 町 ○ ○

苓 北 町 ○

市 区 町 村 問５
現時点（令和３年12月31日時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください

（あてはまるもの全て○）

女性用品 妊産婦
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①
粉ミルク（アレル
ギー用含む）又
は液体ミルク

②
枕やクッション
（授乳用毎に数
個）、授乳用
ケープ・バスタ
オル等（ストー
ルでも可）

③
乳幼児用飲料

④
哺乳瓶・人工乳
首・コップ（コッ
プ授乳用に使い
捨て紙コップ

可）・消毒剤・洗
剤・洗浄用ブラ
シ等の器具・割

りばし

⑤
湯沸かし器具・
煮沸用鍋（食用

と別）

⑥
離乳食（アレル
ギー対応食を含

む）

⑦
皿・スプーン

⑧
乳児用紙おむ
つ（各種サイ
ズ、女児用、男
児用）、おむつ
用ビニール袋

⑨
おしりふき

①
大人用紙おむ
つ（各種サイ
ズ、女性用、男
性用）、おむつ
用ビニール袋

②
尿取りパッド（女
性用、男性用）

③
おしりふき

④
介護食（おか

ゆ、とろみ食、と
ろみ剤）

⑤
簡易トイレ・据置
式洋式トイレ

⑥
防犯ブザー／
ナースコール

⑦
義歯洗浄剤

①
スプーン・フォー

ク

②
ストール

③
宗教上の理由
に関わらず食べ
られる食べ物

①
プライバシーが
十分に保護され
る間仕切り・パ
―ティション

②
足腰が悪い人
のための寝具
（段ボールベッド

等）

八 代 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人 吉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水 俣 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉 名 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山 鹿 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

菊 池 市 ○ ○ ○ ○ ○

宇 土 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上 天 草 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

阿 蘇 市 ○ ○ ○ ○

天 草 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合 志 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美 里 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉 東 町 ○ ○ ○ ○

南 関 町 ○ ○ ○

長 洲 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和 水 町 ○ ○ ○ ○

大 津 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

菊 陽 町 ○ ○ ○

南 小 国 町 ○ ○

小 国 町 ○ ○ ○ ○

産 山 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高 森 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西 原 村 ○ ○

南 阿 蘇 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

御 船 町 ○ ○

嘉 島 町 ○ ○

益 城 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲 佐 町 ○ ○ ○

山 都 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

氷 川 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

芦 北 町 ○ ○ ○ ○ ○

津 奈 木 町 ○ ○ ○ ○

錦 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

多 良 木 町 ○ ○ ○ ○

湯 前 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水 上 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

相 良 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

五 木 村 ○ ○ ○

山 江 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

球 磨 村 ○ ○ ○ ○ ○

あ さ ぎ り 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

苓 北 町 ○ ○ ○

市 区 町 村 問５
現時点（令和３年12月31日時点）で貴市区町村が主として常備備蓄しているものについて、教えてください

（あてはまるもの全て○）

乳幼児用品 介護用品 外国人（女性） 共通



熊 本 県

①
物資の準備の際に
ガイドラインの「備蓄
チェックシート」を活

用した。

②
物資の準備の際に
女性職員や男女共
同参画部局の職員

が参画した。

③
公的な備蓄だけでは
対応できない事態が
生じることを想定し、
女性、乳幼児等が必
要とする物資の調達
のため、倉庫業者や
運送業者等の関係
団体や企業との協定
や、他の地方公共団
体と災害援助協定を

締結した。

④
住民に平常時からの
備えを促すため、女
性用品や乳幼児用
品を含む生活必需
品のローリングストッ
クや非常時持出袋の
準備等について、防
災訓練や各種イベン
ト等を通じて啓発し

た。

⑤
その他

⑤の内容

八 代 市 はい はい ○

人 吉 市 いいえ はい ○

荒 尾 市 はい はい ○ ○

水 俣 市 いいえ はい ○ ○

玉 名 市 はい いいえ

山 鹿 市 はい いいえ

菊 池 市 はい はい ○ ○

宇 土 市 いいえ いいえ

上 天 草 市 いいえ はい ○ 女性のための備蓄品
（レディースセット）を備
蓄した

宇 城 市 はい いいえ

阿 蘇 市 はい はい ○ ○ 男女共同参画の視点の
みではないが、他の地
方公共団体や企業、関
係団体等と災害応援協
定を締結

天 草 市 いいえ いいえ

合 志 市 はい はい ○

美 里 町 はい いいえ

玉 東 町 いいえ はい ○

南 関 町 はい いいえ

長 洲 町 はい はい ○

和 水 町 いいえ いいえ

大 津 町 いいえ いいえ

菊 陽 町 はい いいえ

南 小 国 町 いいえ いいえ

小 国 町 いいえ いいえ

産 山 村 はい はい ○

高 森 町 いいえ いいえ

西 原 村 はい いいえ

南 阿 蘇 村 はい はい ○

御 船 町 いいえ いいえ

嘉 島 町 いいえ いいえ

益 城 町 いいえ いいえ

甲 佐 町 いいえ いいえ

山 都 町 はい いいえ

氷 川 町 はい いいえ

芦 北 町 いいえ はい ○

津 奈 木 町 いいえ はい ○

錦 町 いいえ いいえ

多 良 木 町 はい いいえ

湯 前 町 はい はい ○ ○

水 上 村 いいえ いいえ

相 良 村 いいえ いいえ

五 木 村 はい はい ○ ○

山 江 村 いいえ はい ○

球 磨 村 はい いいえ

あ さ ぎ り 町 いいえ いいえ

苓 北 町 はい いいえ

問５―３
物資の備蓄にあたり、男女共同参画の視点を取り入れるためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問５－２で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問５―１
上記の備蓄品につい
て、期限管理や定期的
な在庫確認（棚卸し）に
ついて備蓄計画等で定

めていますか？
（令和３年12月31日時

点）

問５―２
これまで物資の備蓄に
あたり、男女共同参画
の視点を取り入れるた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）



熊 本 県

①
自治会長や自主防
災組織の男性リー
ダーに対し、男女共
同参画の視点の重
要性についての理解
促進や啓発を行っ

た。

②
女性による自主防災
組織の形成を支援し

た。

③
その他

③の内容 ①
女性を対象とした防
災リーダー養成講座

を実施した。

②
男女共同参画の視
点からの防災をテー
マにし、住民向けの
防災講座やセミナー

を実施した。

③
女性を中心とした防
災訓練を実施した。
もしくは、防災訓練に
女性の参加者を増や
すための工夫を行っ

た。

④
その他

④の内容

八 代 市 いいえ いいえ

人 吉 市 はい ○ いいえ

荒 尾 市 はい ○ はい ○ ○ 避難所運営訓練におい
て女性の委員参画を促
した

水 俣 市 いいえ いいえ

玉 名 市 いいえ いいえ

山 鹿 市 いいえ いいえ

菊 池 市 いいえ はい ○ 防災士会の会長職や理
事への登用を図った。

宇 土 市 いいえ いいえ

上 天 草 市 いいえ いいえ

宇 城 市 いいえ いいえ

阿 蘇 市 いいえ いいえ

天 草 市 いいえ はい ○

合 志 市 はい ○ はい ○

美 里 町 はい ○ 各関係機関に女性を選
任するよう促している。

はい ○

玉 東 町 いいえ いいえ

南 関 町 いいえ いいえ

長 洲 町 はい ○ はい ○ 女性に対して、地域防災
リーダーとなる防災士資
格取得について啓発を
行った。

和 水 町 いいえ いいえ

大 津 町 いいえ いいえ

菊 陽 町 いいえ いいえ

南 小 国 町 いいえ いいえ

小 国 町 いいえ いいえ

産 山 村 いいえ いいえ

高 森 町 はい ○ はい ○

西 原 村 いいえ いいえ

南 阿 蘇 村 いいえ はい ○

御 船 町 いいえ いいえ

嘉 島 町 はい ○ いいえ

益 城 町 いいえ いいえ

甲 佐 町 はい ○ 防災計画に女性の参画
について明記

いいえ

山 都 町 はい ○ ○ 町民向けの防災説明
会・出前講座において女
性参画の重要性を説明
を行い、また自主防災
組織への女性部の設立
を促した。

はい ○ ○ ○ 火の国防災塾（熊本県
主催）の防災士講習へ
の参加促進（２名/５名
が女性）

氷 川 町 いいえ いいえ

芦 北 町 いいえ いいえ

津 奈 木 町 いいえ いいえ

錦 町 いいえ いいえ

多 良 木 町 いいえ いいえ

湯 前 町 いいえ いいえ

水 上 村 いいえ いいえ

相 良 村 いいえ いいえ

五 木 村 いいえ いいえ

山 江 村 いいえ いいえ

球 磨 村 いいえ いいえ

あ さ ぎ り 町 はい ○ いいえ

苓 北 町 いいえ いいえ

問７
これまで地域の防災活
動に女性が参画するた
めの取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問７―１
地域の防災活動に女性が参画するためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問７で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問６
これまで自主防災組織
への女性の参画を促す
ための取組をしています

か？
（令和３年12月31日時

点）

問６―１
自主防災組織への女性の参画を促すためにどのような取組を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）
※問６で「はい」と答えた場合のみ回答



熊 本 県

①
災害対策本部の構
成員に男女共同参
画担当部局の長、又
は男女共同参画セ
ンター長を配置し

た。

②
災害対策本部や下
部組織（避難所対策
チーム等）、事務局
組織に女性職員、男
女共同参画担当部
局、男女共同参画セ
ンターの職員を配置

した。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

①
女性職員が宿直等
を安全・安心に行え
る環境の整備をして

いる。

②
庁舎内で一時的に
子どもを預かるため
の場所、人材を確保

している。

③
民間の保育事業者
や介護事業者等と子
どもや要配慮者等の
一時預かりに関する
協定を提携してい

る。

④
メンタルヘルスケア
を行っている。

⑤
その他

⑤の内容 ⑥
特にしていな

い。

八 代 市 いいえ ○

人 吉 市 はい ○ ○

荒 尾 市 はい ○ ○ 職員研修で各職員
の家庭等の状況に
応じて職場の理解
を促した

水 俣 市 いいえ ○

玉 名 市 はい ○ 避難所運営に必ず
１名以上の女性職
員を配置した。

○

山 鹿 市 いいえ ○

菊 池 市 いいえ ○ ○

宇 土 市 はい ○ ○

上 天 草 市 はい ○ ○

宇 城 市 いいえ ○ 業務従事中、必ず
休息時間をとるよう
にしている。

阿 蘇 市 はい ○ ○ 事前に待機（時間
外）業務に勤務出
来る環境(家庭等)
か調査している。

天 草 市 はい ○ ○

合 志 市 いいえ ○ 全職員で分担して
業務参画する計画
を作成している。

美 里 町 はい ○ ○

玉 東 町 はい ○ ○

南 関 町 はい ○ ○

長 洲 町 はい ○ ○

和 水 町 はい ○ ○

大 津 町 いいえ ○

菊 陽 町 いいえ ○ ○

南 小 国 町 はい ○ ○

小 国 町 はい ○ ○

産 山 村 いいえ ○

高 森 町 はい ○ ○

西 原 村 はい ○ ○

南 阿 蘇 村 いいえ ○

御 船 町 はい ○ ○

嘉 島 町 いいえ ○

益 城 町 いいえ ○

甲 佐 町 いいえ ○

山 都 町 いいえ ○

氷 川 町 いいえ ○

芦 北 町 はい ○ ○

津 奈 木 町 はい ○ ○

錦 町 はい ○ ○ ○

多 良 木 町 はい ○ ○

湯 前 町 はい ○ ○

水 上 村 いいえ ○

相 良 村 はい ○ ○

五 木 村 はい ○ ○

山 江 村 はい ○ ○ ○

球 磨 村 はい ○ ○

あ さ ぎ り 町 いいえ ○ 子育て世代職員に
は災害待機班を免
除請求できるよう
にしている。

苓 北 町 はい ○ ○

問９
令和３年12月31日時点において、災害対応業務に参画する女性職員・男性職員に対する支援対策を行っていますか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問８
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、災害対策本部が
設置されましたか？

問８―１
災害対策本部において、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問８で「はい」と答えた場合のみ回答



熊 本 県

①
「避難所チェック
シート」を活用
し、避難所の設
置・運営を行っ

た。

②
避難所の運営
にあたる職員に
「避難所チェック
シート」の活用
を周知した。

③
プライバシーの
確保を行った。

④
要配慮者への
配慮を行った。

⑤
女性の視点を踏
まえたトイレ・入
浴施設の設置を

行った。

⑥
女性に対する暴
力の防止・安全
確保の取組を

行った。

⑦
避難所の運営
体制に女性が
参画するよう配

慮した。

⑧
女性、男性、育
児・介護を行う
世帯等の多様
なニーズの把握

を行った。

⑨
その他

⑨の内容 ⑩
特にしていな

い。

①
女性、男性、育
児・介護を行う
世帯等の多様
なニーズの把握

を行った。

②
女性用品、乳幼
児用品等の物
資や食料の提
供を行った。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

八 代 市 はい ○ ○

人 吉 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

荒 尾 市 はい ○ ○

水 俣 市 はい ○ ○

玉 名 市 はい ○ ○ ○

山 鹿 市 はい ○ ○

菊 池 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○

宇 土 市 はい ○ ○ ○ ○

上 天 草 市 はい ○ ○ ○

宇 城 市 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○

阿 蘇 市 はい ○ ○ ○ 幸い大きな被害が無
かったため自主避難所
のみの開設

○ 幸い大きな被害が無
かったため車中泊等無
し

天 草 市 はい ○ ○

合 志 市 はい ○ ○ ○ ○

美 里 町 はい ○ ○ ○ ○

玉 東 町 はい ○ ○ ○ ○

南 関 町 はい ○ ○

長 洲 町 はい ○ ○ ○

和 水 町 はい ○ ○

大 津 町 はい ○ ○

菊 陽 町 はい ○ ○ ○

南 小 国 町 はい ○ ○ ○

小 国 町 はい ○ ○

産 山 村 はい ○ ○

高 森 町 はい ○ ○ ○ ○ ○

西 原 村 はい ○ ○

南 阿 蘇 村 はい ○ ○

御 船 町 はい ○ ○ ○ ○

嘉 島 町 はい ○ ○ ○ ○ ○

益 城 町 はい ○ ○ ○ ○

甲 佐 町 はい ○ ○ ○ ○

山 都 町 はい ○ ○ ○ コロナ対策としての衛生
管理の強化

○

氷 川 町 はい ○ ○

芦 北 町 はい ○ ○ ○ ○

津 奈 木 町 はい ○ ○ ○ ○

錦 町 はい ○ ○

多 良 木 町 はい ○ ○

湯 前 町 はい ○ ○ ○

水 上 村 はい ○ ○

相 良 村 はい ○ ○ ○

五 木 村 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○

山 江 村 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

球 磨 村 はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あ さ ぎ り 町 はい ○ ○ ○ ○ 避難者が少なかった為、
男女共同参画の視点か
らの取り組みをする必要
が無かった。

○

苓 北 町 はい ○ ○ ○ ○ ○

問１０―２
在宅避難、車中泊避難を含む指定避難所以外の避難者について、男女共同参画の視点から

の取組を行いましたか？
（あてはまるもの全て○）

※問１０で「はい」と答えた場合のみ回答

市 区 町 村 問１０
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、避難所が開設さ

れましたか？

問１０―１
避難所の開設・運営にあたり、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問１０で「はい」と答えた場合のみ回答



熊 本 県

①
復興対策本部の構
成員に女性を配置し

た。

②
復興対策本部の事
務局組織に女性職
員、男女共同参画担
当部局、男女共同参
画センターの職員を

配置した。

③
その他

③の内容 ④
特にしていな

い。

①
復興計画の策定に
向けた委員会等にお
いて女性委員の割合
を増やす等、女性の

参画を促した。

②
復興計画委員会の
下部組織（分科会）
に女性の参画を促し

た。

③
生活再建支援とし
て、女性の視点から
の取組を行った。

④
その他

④の内容 ⑤
特にしていな

い。

八 代 市 いいえ

人 吉 市 はい ○ ○

荒 尾 市 いいえ

水 俣 市 いいえ

玉 名 市 いいえ

山 鹿 市 いいえ ○

菊 池 市 いいえ

宇 土 市 いいえ ○

上 天 草 市 いいえ

宇 城 市 いいえ

阿 蘇 市 はい ○ ○

天 草 市 いいえ

合 志 市 いいえ

美 里 町 いいえ

玉 東 町 いいえ ○

南 関 町 いいえ

長 洲 町 いいえ

和 水 町 いいえ

大 津 町 いいえ

菊 陽 町 いいえ

南 小 国 町 いいえ

小 国 町 いいえ

産 山 村 いいえ

高 森 町 いいえ

西 原 村 いいえ

南 阿 蘇 村 いいえ

御 船 町 いいえ

嘉 島 町 いいえ

益 城 町 はい ○ ○

甲 佐 町 いいえ ○

山 都 町 いいえ ○

氷 川 町 いいえ ○

芦 北 町 はい ○ ○ 地域振興局総務課長
（女性）が令和３年４月１
日から会議に参加。

○ ○ ○

津 奈 木 町 いいえ

錦 町 いいえ ○

多 良 木 町 いいえ

湯 前 町 いいえ

水 上 村 いいえ

相 良 村 はい ○ ○

五 木 村 いいえ ○

山 江 村 はい ○ ○ ○

球 磨 村 はい ○ ○

あ さ ぎ り 町 いいえ ○

苓 北 町 いいえ

問１１―２
その他、復旧・復興にあたり、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）

市 区 町 村 問１１
令和３年１月１日から令
和３年12月31日までの
間に、復興対策本部が
設置されましたか？

問１１―１
復興対策本部において、男女共同参画の視点からの取組を行いましたか？

（あてはまるもの全て○）
※問１１で「はい」と答えた場合のみ回答
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